
社会課題の解決に取り組む企業コンソーシアムの
ウェルネス・ライフサイエンス研究所は、2021
年３月 11 日、産官学それぞれの立場からＳＤＧｓ
を考える「ＳＤＧｓユニバーシティ シンポジウム」
をシダックス・カルチャーホールとオンラインをつ
ないで開催しました。３名のゲストスピーカーに
よるプレゼンテーションに加え、コミッショナー
の志太社長を交えたトークセッションを通して、
ＳＤＧｓの取り組みの推進に向けた「連携」のあ
り方を語り合いました。

■シンポジウム概要
「ＳＤＧｓユニバーシティ シンポジウム
～連携（Partnership）について～」
日時／ 2021 年３月 11 日
場所／シダックス・カルチャーホール

（主催）ＳＤＧｓユニバーシティ実行委員会
（共催）国際連合大学／ウェルネス・ライフサイ
エンス研究所

（後援）渋谷区

＜コミッショナー＞
志太勤一（シダックス株式会社代表取締役会長
兼社長〉
＜ゲストスピーカー＞

【産】小路明善（アサヒグループＨＤ取締役会長 
兼 取締役会議長）

【官】長谷部健（渋谷区長）
【学】森内麻理衣（上智大学４年・ミス日本ファ
イナリスト）
＜ファシリテーター＞
笹谷秀光（ＳＤＧｓユニバーシティ校長）

「すべては未来の子どもたちのために」

■ 開催のご挨拶

志太勤一
ウェルネス・ライフサイエンス研究所コミッショナー
シダックス株式会社代表取締役会長兼社長

■本シンポジウムの目的

笹谷秀光
ＳＤＧｓユニバーシティ校長
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東日本大震災から10年が経過しました。その間、日本や世界は大きく変わり、現在は新型コロナの影
響も受け、今後、社会の変化はますます加速すると見られています。ウェルネス・ライフサイエンス研究
所（ＷＬＳ研究所）は、こうした社会変化を受け、これからの社会の健全な発展を支えるために企業が
できる活動を考えることを目的に設立された企業コンソーシアムです。本シンポジウムを主催するＳＤ
Ｇｓユニバーシティ実行委員会は、ＷＬＳ研究所の活動の１つとなります。

社会課題は、１人では解決できません。ＷＬＳ研究所では、多くの人や企業が協同することで解決につ
ながる方法論が見つけ出せるのではないかと考えています。こうした活動の方針は、サスティナブル（持
続可能）な社会を目指すＳＤＧｓの取り組みと一致しており、ＷＬＳ研究所として「ＳＤＧｓユニバーシ
ティ」の取り組みをスタートさせました。

いま私たちは、未来の子どもたちのために、一歩を踏み出すべき時期にいます。本シンポジウムでは、
東日本大震災の日をあらためて思い起こしながら、「連携」をテーマとして、これからＳＤＧｓにどう取り
組んでいくべきなのか、産官学それぞれの立場から意見を交換する機会としたいと思います。

新型コロナのパンデミックは世界を分断して、人々のマイン
ドや企業活動に大きな影響を及ぼしています。いま私たちは

「グレートリセット」が求められる大変革のただ中にいますが、
この難しい時代に羅針盤となるのがＳＤＧｓに他なりません。

これまでＷＬＳ研究所では、ＳＤＧｓのスキームに基づいた
社会変革に向けたプラットフォームを築き上げてきました。

当初、日本はＳＤＧｓの取り組みにおいて世界から少し出遅れ
ていましたが、ＷＬＳ研究所をはじめとした活動の推進もあっ
て、今では日本でもＳＤＧｓの考え方は主流化しています。本
日は産官学の皆様から最先端の事例を共有していただくとと
もに、ＳＤＧｓの推進には欠かせない連携について考え、その
成果を社会に広く発信していきましょう。

「ＳＤＧｓユニバーシティ シンポジウム
～連携（Partnership）について～」開催
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■プレゼンテーション
小路明善（アサヒグループＨＤ取締役会長 兼 取締役会議長）
〈 飲料業界とＳＤＧｓの取り組み〉

当社の主要事業である酒類や食品などの製造販売は、まさに自然の恵
みにより成り立っています。そのため、自然環境の保護は当社の責務と考
え、ＥＳＧ経営には注力しており、「環境ビジョン2050」では、2050年ま
でに事業活動における環境負荷「ゼロ（ニュートラル）」を目指すととも
に、独自技術を生かして社会に環境価値を創出（プラス）する、「ニュート
ラル＆プラス」の発想の方針を掲げています。サスティナビリティに関わ
る取り組みは最優先事項と位置付けて、サスティナビリティを原動力とす
る、いわば「サステナビリティ・ドリブン」といえる企業経営を目指してい
ます。

具体的な取り組みは多岐にわたりますが、例えば水資源に関しては、広
島県にある社有林「アサヒの森」の保全活動により水の涵養（森が水を
貯える能力）を進めています。2025年までに国内における水の使用量

と涵養量を同等にすることを目指しており、現時点で目標進捗率は95％
に達しています。さらにプラスチックごみ問題も重視し、ラベルレス商品
を積極的に展開したり、業界を超えた12社の共同出資で新会社「R PLUS 
JAPAN」を設立し、使用済みプラスチックの再資源化事業を行ったりし
ています。

企業が持続的に社会に貢献するためには、利益を出しながら活動を続
けることも重要と考えています。アサヒバイオサイクルという会社では、長
年の研究から生まれたビール酵母を活用した安全な農業資材を販売して
います。さらに業界内外との協業にも積極的に取り組んでいます。企業、
産業、国の枠を超えて取り組むことで、ＳＤＧｓは必ずや達成できると信じ
ています。未来は次世代のためにあるという考えのもと、これからも業界
のリーダーシップを取って取り組みを推進していく所存です。

産

長谷部健（渋谷区長）
〈 渋谷区基本構想とＳＤＧｓ〉

本日は、渋谷区政とＳＤＧｓとの関わりについてお話しします。渋谷区基
本構想では、ダイバーシティ、インクルーシブな社会を強く意識し、渋谷区
の未来像を「ちがいを ちからに 変える街。渋谷区」としました。そして、
子育て・教育・生涯学習、福祉、文化・エンタテイメントなど７つの分野別
基本構想を定め、それらに紐づき施策を展開しています。本日は各施策に
関連するSDGｓの目標を当てはめながらご説明いたします。具体例を挙
げると、子どもや保護者が気軽に立ち寄れる地域の居場所として、シダッ
クスをはじめとする様々な企業や地域の協力も得て、食事や学びの場と
なる「渋谷区こどもテーブル」という事業を推進しています。この活動に
より、目標１「貧困をなくそう」、目標３「すべての人に健康と福祉を」、目標
11「住み続けられるまちづくりを」などへの貢献を図っています。

多様な働き方の推進にも力を入れています。例えば、障がい者支援・雇
用拡大事業として、週20時間未満のショートタイムジョブを促進する仕組

みづくりや、シニア世代がいつまでも楽しく元気に活躍し続けられるよう
に、経験や能力を生かせる機会や新たな学びの場の提供などに努めてい
ます。

まちづくりに関しては、現在、渋谷駅周辺では大規模な開発が進んでい
ます。交通動線の改善や災害に強いまちづくりのほか、ＳＤＧｓや地域コ
ミュニティの活性化などを意識した玉川上水旧水路緑道の再整備など
により、まちのブランド力の向上を図る考えです。ビジネスの文脈では、
スタートアップ・エコシステムの構築を目指しています。産官学民連携の
もと、起業にチャレンジしやすい仕組みの整備やスタートアップ企業と大
学、他企業との協業推進などをサポートしています。

これからも区民の皆様をはじめ、渋谷を愛してくださる様々なステーク
ホルダーの皆様とのパートナーシップを大切にして、こうした多様な事業
を推進していく考えです。

官

森内麻理衣（上智大学４年・ミス日本ファイナリスト）

私は学生団体“SustainaSports”の代表を務めています。この団体の
目的は、学生目線から、スポーツ庁の提唱する「スポーツＳＤＧｓ」を捉え、
その認知度を向上させたり、スポーツの力で社会を変えたりすることで
す。

国連による「2030アジェンダ」では、「スポーツは、持続可能な開発に
おける重要な鍵」とされています。例えば、目標３「すべての人に健康と
福祉を」では、運動やスポーツは健康問題の解決に寄与しますし、目標５

「ジェンダー平等を実現しよう」では、スポーツを通して意識改革を進め
ることでジェンダー平等につながるとされています。

サステナスポーツの活動の１つは、ＳＮＳを使った「＃（ハッシュタグ）
SportsSDGs」ムーブメントです。例えば、スポーツの道具に関する発信
で、目標12「つくる責任、つかう責任」への意識向上を図ったり、誰にでも
できるストレッチ運動の画像を発信し、目標３「すべての人に健康と福祉

を」への貢献を目指したりしています。
２つめの活動は、日本における「プロギング」といわれるゴミ拾いジョ

ギングの推進です。ジョギングにゴミ袋を携行することで、まちをきれい
にしながら運動ができる一石二鳥のスポーツです。

今後、私が取り組みたい活動の１つが、スポーツと金融の融合です。私は
卒業後、金融業界に就職する予定で、この先、スポーツマンシップを備え
た人材育成や、金融業界における女性の地位向上、さらに金融機関の強み
を生かしたスポーツ資源への投資や活用などにチャレンジしたいです。

いま自分たちにできるアクションを起こすことで、次の世代の未来をよ
り良くすることができます。時には自分の目先の利益にならなくても、一人
ひとりが暮らしのあり方を見直すことが必要だと思います。一緒にスポー
ツの力でＳＤＧｓの達成を目指し、世界をより良いものへと変えていきま
せんか。

学 〈 私が考えるスポーツと金融のSDGs、そして日本文化〉
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■トークセッション 〈参加者〉
小路明善（アサヒグループＨＤ取締役会長 
　　　　　　　兼 取締役会議長）

長谷部健（渋谷区長）

森内麻理衣（上智大学４年・ミス日本ファイナリスト）

志太勤一（ＷＬＳ研究所コミッショナー・
　　　　　　　シダックス株式会社代表取締役会長兼社長）

〈ファシリテーター〉
笹谷秀光（ＳＤＧｓユニバーシティ校長）

「実は、身近なことから様々な取り組みが生まれる」

「ＳＤＧｓの取り組みは、語り合い、思い合うことから始まる」

笹谷　本日はよろしくお願いいたします。まず
本業の強みを生かして社会貢献するという小
路社長のお話が印象的でした。長谷部区長は
その話を聞いてどうお感じになりましたか。
長谷部　渋谷区はスタートアップ企業が集まり
ますが、近年は福祉や教育など身近な課題を
解決する社会的企業が増えています。本業を
通して社会貢献をしたいという思いが根底にあ
るのでしょう。
笹谷　ＷＬＳ研究所にも、スタートアップ企業
などを支援する仕組みがあります。
志太　ＷＬＳ研究所が応援する企業は、ＳＤ
Ｇｓに貢献する思いのあるアーリーステージの
企業です。企業や社会がＳＤＧｓを達成しよう
とする時、従来のやり方を変えていくのは難し
く、逆に全く新しい方法を取り入れるほうが有
効だと感じています。しかし、社内を変革する
のは難しいため、まさに森内さんのような若い
活力を吸収する方法が有効と感じており、ベン
チャー企業の支援に力を入れています。
笹谷　森内さんは、長谷部区長のお話を聞い

て渋谷区に住みたくなりましたか？
森内　すごく住みたくなりました。大学進学時
に福岡県から上京してきましたが、地方出身者
にとって渋谷は憧れです。さらにＳＤＧｓの観
点を取り入れて発展を続けており、ますます魅
力を感じました。
笹谷　「ちがいを ちからに 変える街。」という
キャッチフレーズも魅力的ですよね。
長谷部　基本構想の策定ではコピーライター
に入ってもらい、多くの人に対してエモーショ
ナルに働きかける言葉を心がけました。
笹谷　小路社長は、森内さんのお話をどのよ
うに受け止められましたか。
小路　実は身近なことから様々な取り組みを
生み出せるという、新たな気づきを得ました。
スポーツを通してＳＤＧｓの取り組みにつなげ
るという発想は、我々の世代からはなかなか出
てきません。
長谷部　スポーツに関してお話しすると、近々、
渋谷区では新たにスポーツ部という組織を設置
する考えです（＊）。もっと気軽にスポーツを楽

しんだり、体を動かして気晴らしをしたりして
ほしいという思いがあります。また、区内の企
業と組んで学校の部活動をサポートする仕組み
も整えていきます。シダックスさんにもお願い
をするかもしれません。
志太　何かさせていただけることがありました
ら、ぜひ。子どもたちにとってスポーツや部活
動は大変重要ですが、我々大人が機会を用意
しなくては、そもそも体験できません。森内さ
んがお話しされたように、スポーツは仲間意識
ができたり、自分自身を高めたり、礼儀を重ん
じたり、ＳＤＧｓの本質に近いのではないかと
考えています。
＊令和３年４月から設置。

笹谷　シダックスは「すべては未来の子どもた
ちのために」というテーマを掲げていますよね。
志太　それが当社の最も大切にする理念です。
それゆえ、ＳＤＧｓへの取り組みに迷いはあり
ません。いかに持続可能な社会を作るかという
ことと当社の理念はイコールと考えています。
笹谷　今回のシンポジウムのテーマである「連
携」に関してはどのような点がポイントと感じ
ましたか。
森内　大学で周囲にはＳＤＧｓを知らない人は
意外と多いです。まずＳＤＧｓについて広めて、
なぜ取り組まないといけないかをしっかりと伝
えたいと思います。その際には堅苦しい話では
なく、ＳＮＳなどを使って分かりやすい発信を
していきたいです。
長谷部　渋谷エリアは発信力の高さが大きな
武器です。渋谷で新しい取り組みをすれば、他

地域へも広がるケースも多いですから、企業と
も協働して積極的にチャレンジすることが、連
携につながると考えています。
小路　個社ではなく共通の課題を持つ産業ご
とに取り組むことが大事ではないでしょうか。
それによりスピード感が上がり成果も大きくな
る。そうした取り組みが様々な業界に広がると、
日本全体のＳＤＧｓの成果となり世界に誇れる
プラクティスとして評価されるのではないかと
考えています。
笹谷　志太社長、本日のシンポジウムを総括し
ていただけますでしょうか。
志太　３者それぞれの立場からご意見をいた
だいてトークを深められました。ＳＤＧｓの取
り組みは、語り合い、そしてお互いに思い合
うことから始まると考えており、これからも皆
様との語り合いを大切にしていきたいと思いま

す。また、３名のお話からイノベーティブであ
ることの大事さを改めて感じました。持続可能
な社会をつくるためには、誰もが従来とは異な
ることをはじめる必要があり、それを支えるた
めに企業コンソーシアムなどにますます力を入
れていきます。
笹谷　最後にワンワードでメッセージをお願い
いたします。
森内　スポーツの力で必ず未来を変えます。
長谷部　「ちがいを ちからに 変える街。渋谷
区」
小路　ＳＤＧｓを生活に落とし込み、未来を創
造しましょう。
志太　すべては未来の子どもたちのために。
笹谷　本日はどうもありがとうございます。こ
の出会いを大切にして、これからも連携を強め
て取り組みを進めていきましょう。
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〈ＷＬＳ研究所の参画企業〉

新しい価値を共に創りあげるプラットフォーム
ウェルネス・ライフサイエンス研究所（ＷＬＳ研究所）は、社会を健全・健康に発展させる

「ソーシャル・ウェルネス」の実現を目指して、シダックスの呼びかけにより2013年に設立
された企業コンソーシアムです。

発足時より、会員企業のメンバーによるグループワークなどを通して、社会課題解決に向
けた活動に取り組んでまいりました。社会の変化とともにその活動内容が徐々に変化してい
く中で、この先、ＳＤＧｓへの取り組みをいっそう強化していくために、2022年度より「ＳＤ
Ｇｓ研究所」へと改称される予定です。今後も企業コンソーシアムの枠組みを継続し、ＳＤＧ
ｓの取り組みに注力していきます。
“一人や一社ではどうにもならない社会課題であっても、複数の企業が集まって対応するこ
とで解決できる”

そうした志のもと、これからも取り組みを推進してまいりますので、ご支援のほどよろしく
お願い申し上げます。

（理事会員企業）
ＷＬＳ研究所では、理念に賛同して参画していただける企業を募集しています。

■ウェルネス・ライフサイエンス研究所について

〈 ＷＬＳ研究所の特長 〉 〈 ＷＬＳ研究所ＳDGS基本方針〉
◉オープンリソース＆アライアンス
参画企業は研究開発で得られた知見を共有し、
相互に連携し、自由に新たな研究開発と事業活
動を展開することができます。

◉サスティナビリティ
21世型持続可能な日本社会の創出を目的とし
ます。研究テーマはこれからの日本社会の根幹
に関わるものとし、より良い形でその実現化を
目指します。

１．趣旨
ＷＬＳ研究所は、ＳＤＧｓの１７の目標を踏まえ活動を行う。

２．ＳＤＧｓを取り入れた活動
❶�ＷＬＳ研究所の活動についてＳＤＧｓとの関連付けを行う。そのうえで、持続可能な活動

を深化させていく。
❷��活動の長期目標の設定
　各活動について、必要に応じ、2030年のSDGsの達成目標に合わせた長期で設定		
❸会員企業との連携による取り組みの実施
　�会員企業が産官学の連携を組みそれぞれの活動での共有価値の創造に留意する。
❹研究所内でのSDGsの推進
　�講演会やシンポジウムまたはセミナー等でSDGs活動を幅広く推進する。
❺��活動報告の発信
　�活動内容はWLS研究所の公式HPを活用し情報の共有化を図るとともに、広く外部へ

の発信を行う。


